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SAGAs ₈◒ꜞ♥▫◌ꜟ◖Ⱶꜙ♬◔כ◦ꜛfi₉  

   

日  時 2 年 12 9  3  10:40～11:30  
場  所  
学年・組 и 39 22  17  
単  元 ₈◄ⱦ♦fi☻│ ₉ 

₈ ⌐╟╢ ┼─ ₉ ™≠╖( ₐ ₑ ) 
目  標 ᵑ ╩ ∫√ ╩ ╖ ⌐ ∆╢ ╩♃כ♦ ∆╢⁹ 

ᵒ ⇔≡⅝√ ≡™≈⌐♃כ♦ ≤─ ╩ ⌐ ∆╢⁹ 
ᵓ ⅜♃כ♦ ⌐ ∫≡™╢⅛─ ╩ ∆╢⁹ 

 

指導計画  
╩♃כ♦   ℮ ─  

  
 ⌐≈™≡─  

 

授業について 

│≥fi₉ꜛ◦כ◔♬ꜙⱵ◖הꜟ◌▫♥ꜞ◒₈ 2019 ⅛╠ 2 ≢ ↕╣√

1 ≢№╢⁹ 3 ⌐ ⇔≥ꜟכ◗╩≥↓╢╘≥╕╩ ∕╣⌐ ↑≡

⌐≈↑╢ ה ≤⇔≡ ─╟℮⌂ ⅜ ↕╣≡™╢⁹ 
(1) ה ≢ ⅛╣√ ─ ╩ ≤│ ⌂╢ ≢ ⌐ ∆╢⁹ 
(2)ⱳ☻♃הכⱪ꜠♀fi♥כ◦ꜛfi─ ⌂ ╩ ∆╢⁹ 
(3) ─ ╛ ─ ⌂ ─ ╩ Ⅱ≢─ ╛ ╩

∆╢ ⌐ ≡╢⁹ 
 AS ◒ꜝ☻│ 1 2 3 GS ◒ꜝ☻│ 1,2 3 ⅜

∆╢⁹ ⅜ ∆╢─│↓─ ≢ ℮═⅝ ⅜ ─∕╣≤ ⌂╢ ⅜ ™⅛╠

≢№╤℮⁹ 
₈◄ⱦ♦fi☻₉≤™℮ ╩ ⌐∆╢↓≤⅜ ↄ⌂∫√⁹₈◄ⱦ♦fi☻₉≤│₈ ה

ה ₉≤™℮ ─ ─ ≢ ∆≢⌐ ≤⇔≡ ⇔≡™╢⁹ⱦ☺Ⱡ☻◦כfi≢

│ ⇔ ℮♬ꜙ▪fi☻≢ ╦╣╢↓≤╙№╢⅜ ↓↓≢│ ≤⇔≡₈ ₉≤™℮

≢ ℮↓≤⌐∆╢⁹ ⌐│ ∏₈◄ⱦ♦fi☻₉⅜ ╘╠╣ ─ ⅜ ∆╢₈

Ⅱ₉≢ ∆╢ ⌐╙₈◄ⱦ♦fi☻₉⅜ ≢№╢⁹∕⇔≡∕─ ↄ⅜ ◓ꜝⱨ─

╩ ╢⁹ 
≢╙₈ ♥◐☻♩₉╩ ∆╢ ─ ⅜ ╘╠╣╢⁹ │

♥◐☻♩ ╩ ╪≢ ∕─ ╩ ∆╢ ♃כ♦ ◓ꜝⱨ ╩ ∆╢ ╩ ⇔≡

♥◐☻♩─ ╩ ⅎ╢─≢│⌂™⅛≤ ⅎ√⁹ ⌐↓─ │ √∟⅜

╩╕≤╘╢ ⌐₈◄ⱦ♦fi☻₉╩ ⅎ╢ ↑⌐╙⌂╡ ╕√≥─╟℮⌂ ♦◙▬fi

⅜ ⅛╩ ⅎ╢ ⌐╙⌂╡ ─ (3)╩ ≢⅝╢─≢│⌂™⅛≤ ╦╣╢⁹ 
教材「人類による環境への影響」（鷲谷いづみ）について 

│ₐ ⌂ ─√╘⌐ₑ 2004 ה ≢№╢⁹ ─

⌐╟╢ ─ ╛ ⌂≥⌐╟╢ꜝ▬ⱨ☻♃▬ꜟ╩ ⌐ ⇔ ╩│∂

╘≤⇔√ ⅜ ⅝ ┘≡™ↄ√╘⌐ ≥─╟℮⌂ ╩ ⇔ ╡ ╕⌂↑╣┌⌂╠⌂™⅛

⌐≈™≡ ─ ⅛╠ ⇔√ ≢№╢⁹ 

⌐│ ≤⌂╢ │ ⅎ╠╣≡™⌂™⁹ ╩№√∫≡╙ ╩ ⌐

≢⅝╢ │ ⅎ╠╣≡™⌂™⁹≈╕╡₈ ₉│⌂ↄ ⅜ ⌐ ⇔ ↕⌂↑╣┌

⌂╠⌂™⁹∕℮™∫√ ≢ │ ה ה ╩ ⅎ╢√╘─ ─ ≢

№╢≤™ⅎ╢⁹ 
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題  目 ≤ ∆╢ ╩♃כ♦ ╓℮⁹ 
 

本時の目標 
 ᵑ ⅜♃כ♦ ╩ ⇔≡™╢⅛ ╖ ╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 

ᵒ ⅛╣√ ⅜♃כ♦ ─ ↑≤⌂∫≡™╢⅛ ≢⅝╢⁹ 
ᵓ◄ⱦ♦fi☻─ ≤ ⇔ ╩ ∆╢⁹ 

 

本時の評価規準（観点／方法） 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

⅜♃כ♦ ╩ ⇔≡™╢

⅛╩ ∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹ 
( ꞉כ◦◒כ♩) 

⌐ ⇔≡ ↕╣√

⅜♃כ♦ ⅛≥℮⅛

∆╢↓≤⅜≢⅝╢⁹  

科学的論述を批判的に分析する

と同時に，自己のそれをメタ認知

する態度を身につける。（観察） 

 

本時の学習指導過程 

  ─  

1. ─▪►♩ꜝ▬fi╩

∆╢⁹ 

 

2. ╡ →╢ ╩

∆╢⁹ 

 

 

 

3. ≥♃כ♦ ╩

┬⁹ 

4. ─♃כ♦ ╩∆

╢ ↄ⁹ 

5. ─╕≤╘⁹ 

 

─ ╩

ↄ⁹ 

 

2. ⅜ ╩ ╖

→╢⁹ ─ │꞉כ◦◒כ♩╩

⌂⅜╠ ∆╢⁹ 

 

3. ≥─ ⅜≥─ ─

↑≤⌂∫≡™╢⅛ 3 4 1

≢ⱪכꜟ◓─ ⇔ ꞉כ◦◒כ

♩⌐ ∆╢⁹ 

 

4. ⅜≥─ ⅜ ∆╢

⅛╩ ∆╢⁹ ─ │ √∟

─ ≤ ╠⇔ ╦∑╢⁹ 

 

 

 

5. ─ ╩ ╡ ╢⁹ 

1. ─ ╣╩ ⇔ ╩ꜟכ◗

⌐ ∆⁹ 

 

2. ⌐│ ─ ╛ ⅝

╩ ⇔√ ↕≢─

╩ ∆⁹ 

 

3. ╕≢⌐ ╘√ ♃כ♦⁸

─ ╩ ∆╢⁹ 

15 ╩ ╡ 5 ↔≤

⌐ ⅎ╢⁹ 

 

4. ─ ⌐≈™≡ ⅜№

╣┌ ↕∑╢⁹ 

─ ⅜ ⌐ ⇔ ⅎ

╢╟℮⌐ ╩◖fi♩꜡כ

ꜟ∆╢⁹ 

 

│♃כ♦.5 ⌂╙─≢№∫≡

╙ ⌐≤∫≡ ╟ↄ

╩כꜞכ♩☻⇔ ≢⅝╢↓

≤ ╩ ⅎ╢ ⌐◄ⱦ

♦fi☻─ ≠↑⌐≈™≡∕↓

⌐ │⌂™⅛ ∆╢

⅜№╢↓≤╩ ↕∑╢⁹ 

備考 ꞉כ◦◒כ♩ ╡  

 

╖ ╢ 

ⅎ╢ 

ⅎ╢ 
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実践上の留意点 

 

１．授業説明 

①本時までの流れ 

第１時 本文を読んで「ここに図表があればわかりやすい」と思われる箇所をできるだけ多く挙げ 

る。クラス全体で集約して 2 人 1 組のペア数だけ絞る。（今回は 39 人なので 19 カ所） 

担当は授業者側で無作為に決めた。 

第２時 パソコンルームを使って叙述内容をわかりやすく示す図表資料を検索。図表を検索できた 

ら各ペアの番号をファイル名にして共有フォルダーに「名前を付けて画像を保存」する。 

第３時 教師が共有フォルダーに保存された画像を別ファイルにコピー,ペーストして一覧できる 

シートを作製する。班名を伏せた形で生徒に示し，生徒は他のグループが挙げたものを参 

照して自班の図表を精査し，パソコンルームでより良いものが検索できたら差し替える。 

第４時 2 回目の検索結果を一覧にしたものを本時で使用。 

②本時の成果と課題 

成果として，図表を添える本文中の叙述が 19 箇所であったのに対して，生徒が集めてきた図表・

文献数は 30 にのぼった。これだけの資料が集められたのは，学習活動自体が生徒の関心を喚起す

るものであり，意欲的・能動的な学習になったことの表れである。数の多さは成果であるが，同時

に１時間で照合させるのには無理があり，適否検討する話し合いを十分に持てず答え合わせをした

だけで授業が終わってしまった。 

 

２．研究協議 

この科目は「課題研究の成果として科学論文を書く」ことを目標に設定されている。「科学論文」

には常に「エビデンス」が求められる。他の論文を読んだり自分で論文を書いたりする際に，評

価する観点として「エビデンスの妥当性，信頼性」は欠かせない。 

国語科学習で扱い慣れているという点でテキストに「評論文」を選んだ。「評論文」は「科学論

文」とは異なり筆者の「主張」があり，国語科ではその「主張」を読み取らせることを学習指導

目標の一つとする。今回の授業で求めたのは，「主張」の妥当性を補強するために筆者が採り上げ

た事例・事象に対して，それらの真偽を視覚的に訴える図表を探し出すことである。それを「エ

ビデンス」とは言わない。その点の区別を明確にして扱わなければならなかったが，生徒に誤っ

た認識を与えたおそれがある。 

さらに「評論文」は「主張」に向かって論理の流れがあり，叙述内容が相互にどのように繋が

り，どのような論理の構成になっているかを分析し理解させることが求められる。本単元では教

材を細切れにし，個々の部分について別々のグループに担当させたので，文章全体として論理の

流れを読み取るまで至らなかった。ということは主張の妥当性を評価することができず，評論文

を読んだことにはならない。 

以上の反省を踏まえて上記「１-②」で述べた課題を解決するためにも，全体の論理構成を把握

した上で図表を添える叙述箇所を絞り込み，同じ箇所を複数のグループで担当させ，それぞれが

探してきた図表の適否を相互に比較・検討・吟味するという学習活動が望ましいと思われる。 
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